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【別紙】 

 

三沢市教育委員会 平成３０年度 １月定例会 議事日程 

 

第１ 開会 

 

第２ 会議録署名委員の指名 

 

第３ 会期の決定 

 

第４ 前回会議録の承認 

 

第５ 議事案件 

   議案第１３号 県費負担教職員の交通事故について 

   議案第１４号 三沢市運動部活動の指針（案）について 

 

第６ 報告案件 

   報告第１３号 平成３０年度三沢市少年少女文化優秀賞等表彰について 

 

第７ その他 

 

第８ 閉会 
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開会   ９時５５分 

 

                      

○日程第１ 開会 

 

■冨田教育長 

出席委員は定足数に達しておりますので、委

員会は成立いたします。 

ただ今から、平成３０年度１月定例教育委員

会を開会いたします。 

それでは、お手元に配付してある議事日程に

より、会議を進めます。 

 

                     

○日程第２ 会議録署名委員の指名 

 

■冨田教育長 

会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員は、立花委員と黒沢委員を指

名いたします。 

よろしくお願いいたします。 

                     

○日程第３ 会期の決定 

 

■冨田教育長 

会期についてお諮りいたします。 

会期は、本日２８日の１日でよろしいでしょ

うか。 

（「異議なし。」と声あり） 

それでは、本日の１日といたします。 

 

                     

○日程第４ 前回会議録の承認 

 

■冨田教育長 

前回会議録の承認についてお諮りいたしま

す。 

前回の会議録は、お手元に配付しております。 

お手元の会議録のとおり承認してよろしい

でしょうか。 

（「異議なし。」と声あり） 

ご異議ございませんので、承認といたします。 

 

                     

○日程第５ 議事案件          

 

■冨田教育長 

議事案件に移ります。 

本日の議案第１３号県費負担教職員の交通

事故については、人事案件となりますので、先

例により、非公開として別室審議といたしたい

と思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし。」と声あり） 

ご異議ございませんので、非公開として別室

審議といたします。 

 次に、議案第１４号三沢市運動部活動の指

針（案）についてを議題といたします。 

 事務局より説明をお願いします。 

 

■学校教育課長 

 それでは、三沢市運動部活動の方針（案）

の概要を説明させていただきます。 

 方針策定の趣旨についてです。 

本方針は、国が平成３０年３月に策定した

「運動部活動の在り方に関する総合的なガ

イドライン」及び、県が平成３０年１２月に

策定した「運動部活動の指針」に則り、本市

の実情を踏まえて策定するものであり、運動

部活動が学校教育の一環としての教育的意

義に立脚しつつ、児童生徒のバランスのとれ

た健全な成長と教職員や保護者等のワー

ク・ライフ・バランスの実現がなされるよう、

部活動の組織的な運営や活動時間、休養日の

設定、安全管理と事故防止、保護者・地域の

連携等に関して、具体的な取組や基準、並び

に留意点を示すことを目的としています。 

 先ほど述べたように、本方針は、国のガイ

ドラインや県の指針に則っているため、「運
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動部活動等の位置付け・意義・留意点」以降

で示す内容について、大きく異なるところは

ございません。 

 次に、「運動部活動等の位置付け・意義・

留意点」についてです。 

 この内容につきましては、国が平成２５年

５月に策定した「運動部活動での指導のガイ

ドライン」で示されており、策定の趣旨にも

ある、「運動部活動が学校教育の一環として

の教育的意義に立脚する」ことを明示する必

要があることから盛り込んだものです。 

 運動部活動「等」としたのは、三沢市では、

既にスポーツ少年団等の社会体育に移行し

ている小学校のスポーツ活動においても、児

童の心身の育成に資する意義は高く、中学校

における運動部活動と同様の位置付けを有

するものであると考えられるためです。 

 次に、「運動部活動の適切な運営のための

体制整備」についてです。 

 運動部活動の方針の策定について、市内中

学校は、市の方針に則り、毎年度「学校の運

動部活動に係る活動方針」の策定をします。 

 また、運動部顧問は、年間の活動計画並び

に、毎月の活動計画及び活動実績を作成し、

校長に提出します。 

 さらに、各学校においては、これらの活動

方針及び活動計画等を参観日での説明や学

校通信への掲載等により、保護者や地域住民

に積極的に公表します。 

 「指導・運営に係る体制の構築」について

は、６つの留意点を示しています。 

 特に、「活動内容及び活動状況の把握」で

は、校長は、小学校において、すでに社会体

育に移行しているスポーツ少年団等の活動

についても、児童生徒の健康面や安全面への

配慮から活動状況の掌握に努めます。 

 また、「運動部顧問や管理職を対象とする

研修等の周知」では、運動部活動顧問や学校

の管理職を対象とする研修等、県などで既に

実施していることから、それらの研修の周知

と積極的な参加を呼びかけます。 

 次に、「合理的でかつ効率的・効果的な活

動の推進のための取組」については、「適切

な指導の実施」で、運動部活動の実施に当た

っては、事故や体罰等の防止のために、教育

委員会が適切な支援及び指導・助言をしてい

く必要があることから、「適宜、支援及び指

導・助言を行う。」としています。 

 次に、「適切な休養日等の設定」について

は、「休養日及び活動時間の基準」で休養日

及び活動時間の基準を示しています。 

 三沢市では、平成３０年度から８月１３日

から１５日を学校閉庁日としていることか

ら、「長期休業中の休養日の設定は、学期中

に準じた扱いで行う。」の部分に、「ただし、

学校閉庁日は、原則として活動は行わないも

のとする。」を付加しています。 

 次に、「児童生徒のニーズを踏まえたスポ

ーツ環境の整備」については、児童生徒のニ

ーズに応じたり、地域との連携等を行ったり

するために、社会体育担当である市民スポー

ツ課等との連携・協力が必要なことから、「市、

教育委員会及び校長は、」としています。 

 次に、「学校単位で参加する大会等の見直

し」については、「参加する大会数等に関す

る指導・助言」で、各学校の運動部が参加す

る大会数について、県中学校体育連盟や日本

中学校体育連盟の動向等を踏まえつつ、指導

に努める必要があることから、「教育委員会

は、（中略）大会数について、適宜、指導・

助言に努める。」としています。 

 次に、「安全管理と事故防止」については、

県の方針で具体的に示されていることから、

その重点を「健康状態の把握」、「安全点検

と安全指導」、「競技特性と能力差に応じた

指導」、「天候や気象を考慮した指導」、「事

故への対応」の５点に整理し、簡潔に示して

います。 
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 次に、「保護者・地域等との連携」につい

ては、今後、保護者・地域等との連携の必要

性がより一層重要となることから、「保護者

との信頼関係の確立」、「保護者の経済的負

担の軽減」、「地域等の連携」の３点につい

て示しています。 

 最後に、「終わりに」については、三沢市

においても、少子化が更に進むことを踏まえ、

関係団体等とも連携しながら、これまでの学

校単位の部活動に変わりうる児童生徒のス

ポーツ活動の機会確保・充実等の方策の検討

に努めていくことに言及しています。 

 以上で概要の説明を終わります。 

  

■冨田教育長 

ただ今の説明に対し、委員からご質問等あり

ますでしょうか。 

 

■相沢委員 

社会体育に移行しているスポーツ少年団と

いうのは、どのような組織を意味するのでしょ

うか。 

 

■学校教育課長 

スポーツ少年団は、学校の部活動とは異なり

ます。 

学校の部活動については、校長の承認の元に

行われるものですが、スポーツ少年団は、直接

的に校長の指導の元に行われるものではなく、

スポーツ少年団という学校とは異なる組織で

あり、そちらの活動に子供達が自主参加してい

る形になります。 

従って、学校の教育活動とは言えませんが、

実際的には、子供達の健全育成の上で心身の発

達を助ける役割を担っている事は間違いない

事ですので、学校は全く関係ないという事では

なく、その活動等をきちんと把握し、例えば、

その活動時間が過度になりすぎていないかな

どを判断するなど、連携を図りながら進めてい

くという意味で策定しております。 

 以上でございます。 

 

■相沢委員 

今の質問に関連して、三沢市の方針（案）の

中にある、「指導・運営に係る体制の構築」の

「活動内容及び活動状況の把握」で、スポーツ

少年団についても、そのように校長も把握する

ことという内容であったと思います。 

学校の部活動であれば、計画や活動実績など

を作成してという事ですけども、小学校におい

ては、スポーツ少年団を含むと書いてあります

が、スポーツ少年団の場合も同じように作成す

るという事なのでしょうか。 

 

■学校教育課長 

 これは、義務という事は出来ません。 

 従って、スポーツ少年団の代表者と連携を図

り、情報をきちんと交換し、あまりにも過度に

なっている時には、学校の教育活動の支障にな

らないように申し入れをするなどの形で進め

ていく事になるかと考えています。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

その他、委員からご質問等ありますでしょう

か。 

 

■立花委員 

中学校の野球を見ていますと、最近は、部員

数が減って、合同チームのような形で協力し合

って大会に出ているチームを見かけます。 

そのチームが、仮に郡や県の大会で優勝した

場合にはどこまで通用するものなのでしょう

か。 

優勝となれば、単独の学校でなければいけな

いものなのか、それとも認められるのでしょう

か。 
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■学校教育課長 

これは、先程も出てきました、日本中学校体

育連盟が、最終的には判断することになります。 

現在、私が聞いている範囲では、上北地方大

会については認められており、県大会も可能だ

と聞いております。 

全国大会についてまでは、私の方では把握し

ておりませんでした。 

 

■冨田教育長 

その他、委員からご質問等ありますでしょう

か。 

 

■黒沢委員 

 こういった指針の改定が背景にあるかと思

うのですけれども、学校保健法の改定の中で、

検診の科目に四肢の状態を確認することが追

加になったと思います。 

 同一競技の低年齢化により、整形に絡む異常

が多く見られていると、そういった状況という

のは、三沢市において、何か報告は上がってい

るのでしょうか。 

 人数が足りないために、一年生や二年生から

も競技人口として引き上げられている状況で、

同一競技を続けていく事のデメリットや健康

被害といったものは実際上がってきているの

でしょうか。 

 

■学校教育課長 

 学校からは、大きなケガにつながったという

形での報告はございません。 

 ただし、実際に競技を行う上で聞くのは、例

えば、膝や肘が痛い等の話は、中学校等で聞い

たことがあります。 

 従って、そのような事も含めて、この方針の

中には、児童生徒の体力や健康面を配慮して、

というところが書かれていますので、そのよう

な事も十分に配慮するという事も、大切な方針

の一つだと考えております。 

■冨田教育長 

その他、委員からご質問等ありますでしょう

か。 

 

■宮野委員 

 私や子供も含め、部活動に一生懸命力を入れ

た経験があります。 

 やはり、「勉強が苦手だけども、運動・スポ

ーツで光るものを大事にして伸ばしていきた

い。」という親子さんもいらっしゃると思いま

す。 

 確かに、勝利を目指すことは自然な事ですが、

勝つことだけではないという事も教えていか

なければならないと思います。 

 ですが、やはりやるからには勝ちたいという

気持ちがどうしても強くなってしまうと思い

ます。 

 私自身も全中に行こうという感じで、子供達

に檄を飛ばしていました。 

 やはり、そういう子供さんもいらっしゃるし、

学校の部活動ではなく、より上のレベルをとい

う形でのスポーツもたくさん出てきています。 

 指導者についても、今は先生だけでなく地域

の方々の指導を仰ぐというような形など、色々

と複雑かつ難しくなってきている部分もござ

います。 

 地域の指導者の方々も、色々と勉強しながら

やっているとは思うのですけども、勝利を目指

すために力が入り過ぎた事で生じた問題もあ

ると思っています。 

 運動・スポーツというものが、複雑かつ難し

くなっている時代で、市民スポーツ課も教育委

員会から離れてしまいましたが、そこの連携を

密にしていただいて、子供たちを成長させてい

ってほしいと思います。 

 何度も言いますが、複雑かつ難しい時代でご

ざいますので、誰かがどこかでやっていかなけ

ればならないと思います。よろしくお願いした

いなと思います。 
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■冨田教育長 

その他、委員からご質問等ありますでしょう

か。 

 （「なし。」と声あり） 

 お諮りをいたします。 

 議案第１４号については、原案のとおり可決

することにご異議ございませんか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、議案第１４号三沢

市運動部活動の指針（案）については、可決と

いたしました。 

 

                     

○日程第６ 報告案件          

 

■冨田教育長 

 報告案件に移ります。 

 報告第１３号平成３０年度三沢市少年少

女文化優秀賞等表彰についてを議題といた

します。 

事務局より説明をお願いします。 

 

■生涯学習課長 

 報告第１３号平成３０年度三沢市少年少女

文化優秀賞等表彰についてご説明いたします。 

 資料をご覧ください。 

 優秀賞・奨励賞の集計になります。 

 一番上が優秀賞になっておりまして、学校推

薦、三沢珠算塾とありますけども、括弧書きは

推薦の数となっております。 

 そして、その横の数字が実数となっておりま

して、優秀賞は１４名で推薦７名とありますが、

これは、奨励賞での推薦があったのですが、優

秀賞になったといったものもありますし、優秀

賞で推薦されたけども奨励賞になったものも

ございます。 

 簡潔に申しますと、括弧書きが推薦、実数が

決定者という事になります。 

 奨励賞に関しては、小学生が９名、中学生が

３０名、高校生が７０名の合計１０９名となっ

ております。 

 優秀賞、奨励賞合わせて合計１２３名が、今

年度の文化優秀賞、奨励賞の方々となっており

ます。 

 内容につきましては、次ページ以降から個別

の成績等を記載しております。 

 今回は、昨年１１月２６日の定例教育委員会

で申し上げました通り、市外の高校等に進学し

ている方々も対象に増やしましたので、昨年度

までの事で申し上げますと、八戸高校や八戸北

高校の子供達は該当しませんでした。 

 今年から、市外に通う三沢市民も該当させた

ことにより、若干ですが昨年とは変わっており

ます。 

 次に、お手元の方にあります、当日のご案内

についてです。 

 今年度の少年少女文化優秀賞等表彰式につ

きましては、２月８日金曜日１５時３０分から

行う予定でございます。 

 場所は、国際交流教育センターで行う予定と

しておりまして、次第につきましては、昨年度

とほぼ同様でございます。 

 昨年度も、教育委員の皆様にはお願いいたし

ましたが、今年度も、表彰状の授与をまたお願

いしたいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 作品の実技披露につきましては、現在予定で

はありますけども、英語スピーチと理科研究の

発表を予定しております。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 ただ今の報告に対し、委員からご質問等あり

ますでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

 無いようですので、報告第１３号平成３０年

度三沢市少年少女文化優秀賞等表彰について
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は、終わりといたします。 

 

                     

○日程第７ その他           

 

■冨田教育長 

 その他に移ります。 

 各課で委員にお知らせする事項等ございま

すでしょうか。 

 

■生涯学習課長 

 お手元にございます、平成３０年度「地域の

お宝物語」中間発表会という事で、そのチラシ

を一枚配付させていただきました。 

 生涯学習課で現在行っております、高校生と

の取り組みでございまして、２月２日に発表が

あるとのお知らせでございますので、このよう

な事をやっているのだという事をご認識いた

だければと思って配付させていただきました。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 ただいまの報告について、何かご質問・確認

等はございますでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

 無いようですので、その他ありますか。 

 

■学務課長 

 インフルエンザの欠席状況を口頭でお伝え

します。 

 現在、青森県内では、上十三とむつにインフ

ルエンザ警報、その他の地域に注意報が出てい

ます。 

 市内の小中学校の状況ですけども、先週、２

校の小学校で学年閉鎖を行っております。 

 中学校においても、１校が学年閉鎖という状

況でございます。 

 今週の情報に関しては、まだ集計中でござい

ますが、先週から継続して中学校１校が学年閉

鎖を継続実施中という傾向にあります。 

 各学校においては、予防に向けての手洗い・

うがい等の指導をしているとの事でしたので、

その現状を把握しながら、指導をお願いしてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 ただいまの報告について、何かご質問・確認

等はございますでしょうか。 

 

■立花委員 

 テレビ等を見ていると、予防方法についてこ

れは良い、これは間違っているという情報が

色々と出ていました。 

 マスクについても、本来は、１日３回から４

回交換しなければならないという事も言われ

ていました。 

 それに関して、個人の方で対応出来なかった

場合、ある程度学校の方で準備してくださって

いるのでしょうか。 

 

■学務課長 

 学校によっては、そのような対応が必要であ

り、マスクに関して準備はしてあると思ってい

ます。 

 先程、委員がおっしゃったような交換の回数

に関しては、なかなか難しい部分もあると思い

ますので、状況を踏まえながら、対応すること

が必要であるかと考えております。 

 

■学校教育課長 

 補足といたしまして、基本的には、子供達が

持ってくるようにと指導をしておりますが、中

には忘れてくる子もいるので、そういう子に対

しては、保健室の方から配付するという形で指

導をしている学校が多いかと思います。 
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 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 その他、委員の皆様からありますでしょうか。 

 

■黒沢委員 

 なかなか難しい問題ですが、検査で陽性が出

なければインフルエンザではないので、熱が下

がれば登校いたしますし、そして登校の後に、

発熱が起こるといった中での蔓延があるかと

思います。 

 手洗い・うがいはもちろんですし、空気の入

替えというところが集団生活の中では必須だ

と思います。 

 先生方もお休みになられると、テレビなどで

は働く人も足りなくなるという状況も出てい

るようですので、児童生徒だけでなく、先生方

も気をつけていただきたいと思います。 

 以上です。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 ただいまの報告について、何かご質問・確認

等はございますでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

それでは、無いようですので、その他あります

か。 

（「なし。」と声あり） 

 それでは、無いようですので、最後に各委員

の皆様からございますでしょうか。 

 

■立花委員 

 正月早々に、成人式等の大きな行事がござい

まして、教育委員会事務局の皆様は本当に大変

だったと思います。 

 成人式では、公会堂が使えなかったという事

で、準備から片付けまで非常に苦労していた様

子を見ていました。 

 新成人の方々も大変喜んでいたようで、後日

放映されたマックテレビでも、非常に楽しそう

な様子が放映されていましたので、私も良かっ

たな、皆さんの苦労が報われたのかなというふ

うにも感じておりました。 

 本当にご苦労様でした。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 その他、委員の皆様からありますでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

無いようですので、ここで暫時休憩をして、人

事案件のため、別室へ移動願います。 

 

暫時休憩  １０時３２分 

 

再  開  １０時４３分 

 

 教育長室において、議案第１３号県費負担教

職員の交通事故について審議し、原案のとおり

承認され閉会した。 

 

                  

○日程第８ 閉会 

 

閉会  １１時２８分 

 

                  

 

 

 

■会議録署名者 

 

 教育委員  立 花   肇 

 

 教育委員  黒 沢 のぞみ 

 

 書  記  種 市 剛 大 
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